
浜松市の妊娠糖尿病支援事業
～経過報告と今後の課題～

令和4年10月22日(土)

浜松市健康増進課



◆ 浜松市は全県と比較して糖尿病予備群が多い

◆ 標準化死亡比で腎不全（対県・対国）や

糖尿病（対国）が高い

◆ 患者1,000人あたりの人工透析患者数が

県や国と比較して高い

◆ 腎不全の原因として、４割程度は糖尿病に起因

浜松市の糖尿病対策を検討

妊娠糖尿病対策の背景①

H22-26静岡県市町別ＳＭＲ、Ｈ２7年度特定健診・特定保健指導に係るデータ報告書



妊娠糖尿病対策の背景②

女性は健診の機会がなく、見逃している人が多い

受診した時には進行しており、透析一歩手前の人

がここ何年か続いていた

妊娠中の血糖（+）は耐糖能の低い人があぶりだされた

状態で、糖尿病に移行する可能性が高い

一次予防として妊娠糖尿病対策を具体化

• H24年度の「こんにちは赤ちゃん訪問」は９６．５％の実施率。ほとんどの

産婦さんに保健師や助産師が会うことができる場を活用できないか

• 産科の先生方とも連携が取れている

市内糖尿病専門医との情報交換

2010年の妊娠糖尿病の診断基準の改定により、
妊娠糖尿病診断数が増加する可能性が出てきた

演者作成



妊娠糖尿病支援事業の開始

平成27年 8月 母子健康手帳交付時に全妊婦への啓発開始
(リーフレットの配布)

10月 産科医療機関での妊娠糖尿病手帳の配布、母子
健康手帳へのGDM押印開始

12月 赤ちゃん訪問時の妊娠糖尿病支援マニュアルの

作成

平成28年5月 赤ちゃん訪問時における、妊娠中にGDMと診
断された産婦の把握、産後の定期受診勧奨や生
活習慣指導等の支援を開始。

平成29年2月 妊娠糖尿病研修会(保健師､助産師､栄養士)

平成29年４月 妊娠糖尿病支援教室開始（年２回）

演者作成



妊娠糖尿病支援事業の目的

■妊娠糖尿病患者数等の実態把握

■妊娠糖尿病と診断された妊婦の産後の受診勧奨

妊娠糖尿病と診断された女性の糖尿病発症予防

将来的には・・・

▶ 専門職（保健師・助産師）による母子健康手帳交付時の面
接
▶ 専門職（保健師・助産師）による

「こんにちは赤ちゃん訪問」の高い実施率
▶ 産科医・糖尿病専門医との連携がとれていること

本事業に取り組めた理由

演者作成



妊娠糖尿病支援事業 全体図

行政

【こんにちは赤ちゃん訪問】
「ＧＤＭ」押印確認
生活習慣アドバイス
受診勧奨

【母子健康手帳交付】
啓発リーフレット配布

産後アンケート
（産後6か月）受診確認

食事や運動に関する
ＧＤＭ支援教室（産後9～12か月頃）

産科医療機関

産後1か月健診
内科受診勧奨

妊婦健康診査にて血糖検査
〈ＧＤＭの診断〉

妊娠糖尿病手帳配布
母子健康手帳に「ＧＤＭ］押印

（一部）総合病院・
糖尿病専門医に紹介

内科医療機関

総合病院内科
糖尿病専門診療所

・血糖管理
・食事指導

糖負荷検査
（産後1-3か月）

糖尿病型 通常診療
境界型 3-6か月毎受診

1年後糖負荷試験
正常型 1年後糖負荷試験

（出産）

ＧＤＭ

（妊娠）

（産後）

母子健康手帳「妊娠中
の経過」ページ

Ｈ31～糖尿病予防教室に統合 演者作成



母子健康手帳交付時の啓発（行政）

妊娠糖尿病とは
妊娠中の血糖検査について
産後の継続受診について

生活習慣の
チェックポイント

対象：全妊婦
方法：保健師または助産師が全数面接

（表） （裏）

演者作成



診断時に行うこと（産科）

妊娠糖尿病手帳の交付

母子健康手帳への「ＧＤＭ」押印

折りたたむと母子健康手帳
と同じサイズ

妊娠中及び産後の
検査結果記入欄

産後検査のおすすめ
+望ましい生活習慣

演者作成



地域保健でのフォローアップ（行政）

産後6か月時点で、受診状況や生活習慣に関するアンケートを実施
継続受診の勧奨。

こんにちは赤ちゃん訪問で母子健康手帳へのＧＤＭ押印を確認す
るとともに、生活習慣に関するアドバイスや産後の受診勧奨を実施。
システム入力により現状把握。

出産年度と産後3年の時期に再度受診勧奨文書発送

赤ちゃん訪問
件数

妊娠糖尿病
診断件数

割合

令和２年度 5,449 214 3.93%

令和３年度 5,174 246 4.75%

（Ｒ4年7月4日現在の把握数）

令和4年7月 浜松市保健総合システム統計より



妊娠糖尿病支援事業 経過報告

平成28年度～令和3年度

浜松市の妊娠糖尿病の実態について



妊娠糖尿病の診断件数（赤ちゃん訪問で把握）

203件
3.05% 179件

2.90％

214件

3.52％ 194件

3.40％

214件

3.93％

246件

4.75％

件

50件

100件

150件

200件

250件

300件

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

▶赤ちゃん訪問の件数に対し妊娠糖尿病と診断された人の割合は、
事業開始当初の推測（12.08％）より低かった。
▶ 令和2年度以降高くなっている。

平成28年4月～令和4年3月 浜松市保健総合システム統計より



妊娠糖尿病と診断された妊婦の状況①

0.5%

0.5%

0.1%

1.0%

2.2%

3.7%

2.6%

1.4%

0.8%

1.9%

16.3%

15.6%

16.4%

20.1%

17.3%

16.3%

17.0%

39.4%

35.8%

41.1%

29.9%

35.5%

42.7%

37.7%

35.5%

34.1%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28年度

H29年度

H30年度
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R3年度

合計

20歳未満 21〜24歳 25〜29歳 30〜34歳 35〜39歳 40歳以上

1.年齢

▶ 令和2年度と令和3年度を比較すると、20代が減少傾向 (Ｒ2:18.7％
→Ｒ3:17.1％)、30代が増加傾向(Ｒ2：71.5％→Ｒ3：76.8％)で
ある。

平成28年4月～令和4年3月 浜松市保健総合システム統計より
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40.0%

30.2%

33.2%

28.9%

35.1%
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合計

20週未満 21〜24週 25〜29週 30〜34週 35週以上 不明

妊娠糖尿病診断された妊婦の状況②

2.診断週数

▶ 令和3年度は、30週未満で診断された人が60.2％、30週以降に診
断
された人が39.8％であり、令和2年度と比較し、30週未満で診断さ
れた人が増加傾向である。

平成28年4月～令和4年3月 浜松市保健総合システム統計より



32.5%

28.5%

28.0%

23.2%

19.6%

26.0%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28年度

H29年度

H30年度

R1年度

R2年度

R3年度

合計

産科診療所 病院 診療所 市外 不明

妊娠糖尿病と診断された妊婦の状況③

3.診断された医療機関

▶ どの年度においても、診断医療機関は病院の割合が高く、
令和2年度は7割を超えている。

平成28年4月～令和4年3月 浜松市保健総合システム統計より



産後アンケートの状況

項目 詳細

対象 平成28年4月～令和3年11月生の児をもつ産婦

妊娠糖尿病妊婦数 1,177件

発送数 1,149件（転居等発送対象外：28件）

回答数 747件（回答率：65.0％）

平成28年11月～令和4年7月 浜松市妊娠糖尿病アンケート集計より



0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28年度

H29年度

H30年度

R1年度

R2年度

R3年度

合計

80.9%(114件)

86.3%(101件)

90.9%(120件)

92.6%(112件)

84.8%(123件)

89.7%(78件)

87.2%(648件)

19.1%(27件)

13.7%(16件)

9.1%(12件)

7.4%(9件)

15.2%(22件)

10.3%(9件)

12.8%(95件)

はい いいえ

産後アンケート結果（抜粋）
Q1.浜松市が発行している妊娠糖尿病手帳をお持ちですか？

Ｎ＝747
未回答4

▶ 令和元年度までの割合と比較し、令和2年度と令和3年度は
妊娠糖尿病手帳を所持している人の割合が低くなっている。

平成28年11月～令和4年7月 浜松市妊娠糖尿病アンケート集計より



0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28年度

H29年度

H30年度

R1年度

R2年度

R3年度

合計

97.9%(138件)

98.3%(115件)

99.2%(131件)

100.0%(121件)

99.3%(144件)

97.8%(87件)

98.8%(736件)

2.1%(3件)

1.7%(2件)

0.8%(1件)

0.7%(1件)

2.2%(2件)

1.2%(9件)

はい いいえ

産後アンケート結果（抜粋）
Q2.妊娠糖尿病とはどのような状態か知っていますか？

Ｎ＝747
未回答2

▶ どの年度においても、妊娠糖尿病の状態を「知っている」と回答した
人の 割合は高く、9割を超えている。

平成28年11月～令和4年7月 浜松市妊娠糖尿病アンケート集計より



0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28年度

H29年度

H30年度

R1年度

R2年度

R3年度

合計

98.6%(139件)

97.4%(114件)

99.2%(131件)

97.5%(118件)

100.0%(146件)

98.9%(88件)

98.7%(736件)

1.4%(2件)

2.6%(3件)

0.8%(1件)

2.5%(3件)

0.0%(0件)

1.1%(1件)

1.3%(10件)

はい いいえ

産後アンケート結果（抜粋）
Q3.産後の定期受診の必要性は知っていますか？ Ｎ＝747

未回答1

▶ 産後の定期受診の必要性について、全ての年度において
「知っている」と回答した人の割合が高い。

平成28年11月～令和4年7月 浜松市妊娠糖尿病アンケート集計より



0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28年度

H29年度

H30年度

R1年度

R2年度

R3年度

合計

92.2%(130件)

91.5%(107件)

97.0%(128件)

95.9%(116件)

95.9%(140件)

94.4%(84件)

94.5%(705件)

7.8%(11件)

8.5%(10件)

3.0%(4件)

4.1%(5件)

4.1%(6件)

5.6%(5件)

5.5%41件

はい いいえ

産後アンケート結果（抜粋）
Q4.産後の1～3か月の血糖検査は受けましたか？ Ｎ＝747

未回答1

▶ Ｑ3.で産後検査の必要性を「知っている」と回答した人が、平成28 年度から
令和3年度の合計では98.7％いたが、 実際に検査を受けた人は94.5％であ
り、4.2％の人が検査の必要性を理解しながらも未受診である。

平成28年11月～令和4年7月 浜松市妊娠糖尿病アンケート集計より



0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28年度

H29年度

H30年度

R1年度

R2年度

R3年度

合計

20.0%

13.1%

17.2%

8.6%

5.0%

4.8%

11.8%

68.5%

68.2%

71.1%

81.0%

79.3%

81.0%

74.6%

6.9%

15.0%

7.0%

6.0%

10.7%

10.7%

9.2%

4.6%

3.7%

4.7%

3.4%

4.3%

2.4%

4.0%

0.9%

0.7%

1.2%

0.4%

産科診療所 病院 診療所

産後アンケート結果（抜粋）
Q4.-① 受診医療機関 Ｎ＝705

▶ 産後の血糖検査を病院で受診した人の割合が、平成28年度～30年度に比較し
て、令和元年度以降は8割前後で推移し増加傾向。一方、産科診療所で受診し
た人の割合は、年々減少傾向である。

平成28年11月～令和4年7月 浜松市妊娠糖尿病アンケート集計より



0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28年度

H29年度

H30年度

R1年度

R2年度

R3年度

合計

91.5%(119人)

89.7%(96人)

90.6%(116人)

88.6%(101人)

85.5%(118人)

90.4%(75人)

89.3%(625人)

3.8%

(5人)
6.5%

(7人)
6.3%

(8人)
7.0%

(8人)
8.0%

(11人)
7.2%

(6人)
6.4%

(45人)

4.6%(6人)

3.7%(4人)

3.1%(4人)

4.4%(5人)

6.5%(9人)

2.4%(2人)

4.3%(30人)

75ｇブドウ糖負荷試験 負荷試験以外 不明

産後アンケート結果（抜粋）
Q4.-② 血糖検査の内容 Ｎ＝705

未回答5

▶ 全ての年度で糖負荷試験の割合が9割前後となっているが、他の年度と比較し、
令和2年度では糖負荷試験の割合がやや減少した。令和3年度は糖負荷試験の
割合が90.4％と再び高い割合となっている。

平成28年11月～令和4年7月 浜松市妊娠糖尿病アンケート集計より



0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28年度

H29年度

H30年度

R1年度

R2年度

R3年度

合計

2.3%

6.5%

1.6%

2.6%

1.4%

2.4%

23.8%

21.5%

25.8%

30.7%

19.6%

16.7%

23.3%

67.7%

66.4%

66.4%

62.3%

71.0%

70.2%

67.3%

6.2%

5.6%

6.3%

4.4%

8.0%

13.1%

7.0%

糖尿病型 境界型 正常型 不明

産後アンケート結果（抜粋）
Q4.-③ 受診結果 Ｎ＝705

未回答4

▶ 全ての年度でみると、正常型と診断された方がおよそ7割、境界型と診断され
た方がおよそ2割となっている。一方で、不明と回答される方の割合が、令和
2年度、令和3年度と増加傾向である。

平成28年11月～令和4年7月 浜松市妊娠糖尿病アンケート集計より



産後アンケート結果（抜粋）
Q4.-④ 未受診の理由（複数回答可） Ｎ＝36

0 5 10 15 20 25

必要性を感じなかったから

経済的な理由

育児中で忙しいから

検査が大変そうだから

めんどうだから

検査できる医療機関を知らないから

忘れていたから

子どもを預けることができないから

その他

3

6

21

10

4

1

9

13

14

平成28年度～令和3年度の合計

▶ 未受診の理由として、育児による多忙や子どもの預け先の問題に関する回答
が多くみられる。産後数か月での受診、特に糖負荷試験を受けることは、
サポート体制等が整っていない産婦にとっては負担が大きいと推測される。

平成28年11月～令和4年7月 浜松市妊娠糖尿病アンケート集計より



ＧＤＭと診断された産婦さんの声

自分が妊娠糖尿病と診断されたことで、子どもの将来への影響
が心配。

妊娠中の食事指導は受けることができたが、産後に食事指導を
受ける機会がなく、自己流になっている。

血糖値が気になり、ご飯の量を減らしているが、授乳でお腹がす
き、結局間食でお菓子を食べてしまう。

（産後の血糖検査未受診の理由より）

・産後１～３か月で血糖検査をうけることを知らなかった
・仕事をはじめてから受けようと思っていた

産後の血糖検査は「正常」であったが、授乳をやめたらまた血
糖があがってしまうのではないかと不安になる。

令和4年5月 妊娠糖尿病オンライン相談会参加者の声



妊娠糖尿病支援事業 保健師の声

赤ちゃん訪問では伝えることが多く、ＧＤＭについて
生活指導まですることが難しいことも多い。

里帰り先の病院等で、産後に「大丈夫だよ」と言われ、
すっかり安心している産婦さんへの意識付けが難しい。

教室への参加は、育児による多忙等を理由に参加
できない人が多い。

「妊娠糖尿病」と診断されてショックを受けたという人も
いる。産後の不安定になりやすい時期に、どこまで指導
すべきか戸惑うことがある。

し
令和4年7月 浜松市保健師からの聞き取り



妊娠糖尿病支援事業 今後の課題

●未受診者対策の検討
アンケート未回答者の産後の血糖検査の受診状況が把握でき
ておらず、未受診の可能性も高い。個別対応等の検討必要。

●支援体制や流れの見直し
これまで産後に把握していたＧＤＭ妊婦について、今年度から

産前に妊婦健診の結果から把握することが可能となったため、
妊娠中から手帳の活用や産後の血糖検査の受診勧奨を検討。

●妊娠糖尿病手帳の見直しと周知啓発
アンケート結果より、令和2年度以降妊娠糖尿病手帳の所持率
が低下している。妊娠中に手帳を受け取った時点から活用で
きる内容に見直し、改めて関係機関への周知啓発を行っていく
必要がある。

演者作成



妊娠糖尿病支援事業のこれから

医療機関（産科・内科）との連携

浜松市の強み

■奇松会（浜松市産婦人科医会）との連携が
とれている

■熱心な糖尿病の専門医がいる

医療機関との連携を大切に、
浜松市妊娠糖尿病対策を継続していく

演者作成



ご清聴ありがとうございました

11月14日世界糖尿病デー
浜松城ブルーライトアップ


